
まちづくりナビ
笠間のいな吉®
笠間特別観光大使今回は、「景観計画を適用する区域」、「本市の景観形成基本方針」についてご説明します。

第7回

【問い合わせ】都市計画課（内線 586）
次回は、立地適正化計画の各種誘導区域の設定方法についてお知らせします。

景観まちづくり
にはみんなの力
が必要不可欠
なんだ！

文化景観
伝統的な祭事、文化的なイベントな
ど、地域固有の文化的背景が垣間見
える景観

産業景観
産業的な土地利用がなされている街
並みや、本市の産業の特徴が垣間見
える景観

自然景観
山や河川、起伏により生み出された
景観や、田畑など自然的土地利用が
なされている景観

歴史景観
神社仏閣や史跡など、本市の歴史的
背景が垣間見える景観

暮らしの景観
住宅地の街並みや、集落地及び幹線
道路とその沿道、駅周辺など暮らし
の中の景観

豊かな里山や自然の山並みが
形成する景観の保全・活用

地域の魅力ある歴史・
文化資源の保全・活用
　歴史的な建造物や、祭事などの伝統風習は、地域の宝であり、
それらの保全･活用による景観まちづくりを行います。

まちなか (本市の顔 )に
ふさわしい景観まちづくり
　鉄道駅や市街地部など、本市の顔となる地域では、地域内外
に誇ることができる景観を生み出します。

市民と共につくりあげる
持続的な景観まちづくり
　市民団体や学校と協力し、地域の魅力発見・郷土愛の育成に
努め、持続的に景観まちづくりを行なえる環境をつくります。

　花々が咲き誇る風景や、住環境と一体となった里山景観など
多くの自然資源があり、それらの保全・活用を進めます。

課題を解決するための景観形成基本方針は次のとおりです

本市の景観の現状と市民アンケートの結果から見えてくる課題

良好な景観を保全・形成する区域として、市全域を景観計画区域とします
●本市は、豊かな自然景観を有し、市内各所に多数の地域資源があり、それぞれの地域で異なる魅力を持ってい

ます。これらの特徴を有効活用し、都市部や農村部の分け隔て無く、良好な景観を形成していく地域として、  
市全域 を 景観計画区域 に設定します。

●本市の多様な景観資源を次の特性に分類します。

佐白山 塙家住宅

笠間の陶炎祭

稲田みかげ石

JR 友部駅

●太陽光発電施設や耕作放棄地、空家・空店舗など、景観を阻害する要因の増加による、自然的な景観や市街地の
賑わい景観の悪化

●神社仏閣や地域の祭など、歴史・文化景観の保全・維持と活用が不十分
●景観に関する情報発信の少なさや、市民の関心の低さ

※上記の景観特性は、ある視点場から視対象を眺望したときに視覚で捉える「眺望景観」、人の営みや伝統的な祭事、心に残る原風景などの
　「心象景観」も包括しています。また、それぞれの特性は密接に関連しているため、複合的な特性をもつものもあります。

自然

歴史産業

文化 暮らし

愛宕山

笠間稲荷神社

笠間の菊まつり
笠間の陶炎祭
笠間芸術の森公園

稲田みかげ石
笠間焼

栗

駅 鉄道

稲田神社
楞厳寺
笠間城跡

幹線道路

住宅地

ホタル 佐白山

野口池
ヒメハルゼミ

涸沼川

景観資源

【施設の維持管理（一般廃棄物・産業廃棄物）】
　環境保全事業団から、維持管理状況の報告を受けた。
　・�ごみの受入投入方法については、展開検査ヤードで受入検査を実施後、クレーン方式によりごみを均一に混合し、

処理能力（72.5ｔ/ 日×2 炉）以上のごみを投入しない。（日平均124.9ｔ）
　・�炉の運転方法については、助燃バーナーを使用し、一酸化炭素濃度が100 万分の100 以下となるようにごみを焼

却している。（維持管理目標値 30ppm 以下で設定。　結果：1号炉10ppm　2 号炉11ppm）
　・�ダイオキシンの発生防止については、燃焼室中の燃焼ガスを摂氏 800 度以上に保ち、集塵器に流入する燃焼ガスを

水噴霧により摂氏175 度以下に冷却している。
　　�また、煙突から排出される排ガス中のダイオキシン類の濃度は、維持管理目標値である 0.1ng-TEQ/N㎥以下とな

るように二次燃焼室において完全燃焼している。（結果：0.0052 ～ 0.028ng-TEQ/N㎥）
　・ばいじん中に含まれるダイオキシン類濃度は、年２回以上測定している。
　・�消火設備、粉じん飛散防止、害虫発生抑制、騒音・振動・悪臭・水質など生活環境に支障が生じないよう整備また

は実施している。
【現地監視】
　施設内の現況保全地を視察　

【次回の監視活動】
　廃棄物の受入について実施

エコフロンティアかさま監視委員会活動報告 実施日 7 月 25 日

問  環境保全課（内線128）

11 月 1 日（金）からデマンドタクシーかさまの運行内容が変わります
　「デマンドタクシーかさま」は、平成20年2月の運行開始以降、乗車人員が増加を続けるなど皆さまの移動手段として定
着してきました。これまで、サービスの維持・充実に向け、運行内容の変更について検討を行ってきましたが、１１月１日か
ら次のとおり乗車料金等の変更を行うこととしましたのでお知らせします。皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

新しい乗車料金について
○基本料金を現行の300円から400円に変更します。（未就学児は引き続き無料）
○小学生、障がいをお持ちの方、介助者は基本料金の半額となる200円になります。

○料金の変更に伴い10月1日から「200円券」「100円券」の販売を開始します。
○現行の「300円券」は翌年3月31日まで使用可能となりますので、11月1日以降は「100円券」と併用して乗車してください。         
　＜10月1日から10月31日までの乗車券使用例＞
　　例1：  現　300円券
　　例2：  新　200円券　＋　新　100円券

　＜11月1日からの乗車券使用例＞（400円の場合）
　　例1：  現　300円券　＋　新　100円券
　　例2：  新　200円券　＋　新　200円券
※�障がい者、介助が必要な方は、事前申請等（乗車券の交換を含む）が必要となります。今後の申請、手続き等につきま

しては、別途お知らせします。
※現行の300円券については、令和元年度内に利用しない場合は乗車券の交換となりますのでご了承ください。

新しいエリアについて

問  企画政策課（内線556）

○�共通エリア（友部・笠間市街地）には，市内全域から乗継をすることなく移動することができるようになります。
　（現在実施している試験運行を本格運行に移行します。）
○笠間広域斎場（やすらぎの森）を共通エリアに追加します。

区分 新料金 現行料金
基本料金 400 円 300 円
未就学児 無料 無料
小学生

200 円 300 円障がい者　　※身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳、療育手帳を所持する方
介助者　　　※一人で乗降車が困難な方を介助する方

　　　　　　　　　　　　 10/1　　　　　　　  11/1　　 　翌3/31
現行料金 新料金

◯現 300 円券 販売終了 3/31 まで使用可能

◯新 200 円券 販売・使用開始

◯新 100 円券 販売・使用開始
販売終了
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